
「ミチタネツケバナ」 と 「タネツケバナ」 の 見分け方
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　根生葉は、地中にある根から直接生えているように見える葉のことです。大根をイメージすると分かりやす

いです。ミチタネツケバナは、花が咲いている時期でもロゼット状の根生葉が残っています。タネツケバナは

花が咲く時期には根生葉がなくなっていきます。
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　「タネツケバナ」の仲間はたくさんあります。ここでは、岐阜ファミリーパークで観察できる「ミチタネツ

ケバナ」と「タネツケバナ」の見分け方を２つお伝えします！身の回りに生えているタネツケバナが、どの種

類なのか、ぜひ調べてみてくださいね！
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　棒状になっている部分は、タネツケバナに共通する特徴で「長角果」といいます。中には、種子が詰まって

います。ミチタネツケバナは長角果が茎に沿ってついているのが特徴です。一方、タネツケバナは茎から離れ

てついています。
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　葉の生え方の種類のことです。ある一点か

ら四方八方に向かって、地面を這うように伸

びる生え方をロゼット状といいます。
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　突然ですが、右の写真を見てください。なんだかバンザイをしてい

るように見えませんか？この花は、ミチタネツケバナです。岐阜ファ

ミリーパーク内、芝生広場の近くで撮影しました。まるで春の訪れ

を喜んで「やったー！」と両腕を上げているようですよね。

　今回の「自然の家だより」では、ミチタネツケバナについてご紹

介します。
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